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Abstract

In many regions of East Asia, sex remains a topic shrouded in taboo. The reluctance to engage in
open dialogue about sex-related matters has led to a pervasive lack of comprehensive sex
education, which has contributed to far-reaching social issues including fear and ignorance
toward sex, sexual violence, gender disparities, and discrimination against LGBTQ+ individuals.
Having received sex ed in the US and interned for a sex ed organization in China, my
long-standing interest in this subject prompted me to explore the landscape of sex ed in Japan.
This past summer, taking advantage of the generous support from the Tompkins Fund, I surveyed
a selection of online articles, research papers, and popular sex ed books published in Japanese
and attended a workshop hosted by two major sex ed organizations in Japan. While the initial
online research offered me a glimpse into the specific areas of interest for educators in Japan, the
in-person workshop introduced me to a relatively niche domain - Social Skills Training (SST) for
sex offenders - within the field of sex ed. The Tompkins Project has provided me an invaluable
opportunity to not only enhance my language proficiency through immersion in Japanese culture
but also to connect with Japanese social workers who share my interest in advancing sex ed and
ensuring its accessibility for all.

1. 初めに

　　私は⾼校時代に性教育に興味を持つようになった。当時、ドミニカ共和国のマウンテ・クリ
スティと中国の⼭⻄省という、全く異なる二つの場所でボランティアをした際、度重なるように
少年による⼥性ボランティアに対するセクハラのような⾏為を目撃・経験した。自分の不快感
を表現できない無力さと、少年たちの女性に対する尊敬のなさ、そして大人たちの無関心な様
子に怒りを覚え、幼少期からの性教育の必要性を実感した。その後、フェミニズムの本を読ん
だり、ジェンダー学を学んだりし、徐々に⼥性や性的少数者の権利を守りたいという思いを強
めるようになった。しかし、フェミニズムやLGBTQ＋などのコンセプトを周囲の⼈々に伝える
と、反発されることが多かった。こうして社会には、ミソジニーと性別⼆元論が深く浸透している
ことを身を持って感じた。このような価値観のもとに、男性が⼥性を尊重しない、⼥性が差別を
受けても声を上げにくい、LGBTQ＋の⼈が社会に認められない、性的暴⼒、セクハラ、⼥性
の⼈⾝売買などの悪質な事件が多発する社会が生み出されている。包括的性教育（
Comprehensive Sexuality Education, CSE）を通じて、新しい世代の⼦どもたちに幼少期か
ら健全なジェンダー意識と価値観を与えれば、さまざまな社会問題が解決できると思った。
　　こうした思いから、私は1年間上海で性教育のインターンシップをした。その経験から学ん
だ最も重要なことは、効果的な性教育は、教育者たちの学⽣の独特な背景に対する意識、尊
敬、感受性に依存しているということだった。私はこれまで、中国における性教育を経験し、ア
メリカでの性教育についての知識もあるが、⽇本での状況はあまり学んでこなかった。⼤学の
⽇本⼈の友達によると、⽇本の性教育は中国と同様に発展し始めたばかりだそうだ。さらに、



留学経験がある若い性教育の活動家がたくさんいるそうだ。そこで、⽇本の性教育の現状を
調べてみたいと思い、今回のプロジェクトを計画した。

2. ⽅法

　　まず、事前研究として性教育の教材を通して⽇本の性教育について調べた。その後、9⽉3
⽇に仙台で開催された「性問題⾏動のある⼈々のSST」に参加した。これは日本の二つの大
きい性教育組織―JASE（The Japanese Association for Sex Education）とSEE（Sexuality
Education & Empowerment）―によって開催されたものであり、その間、性教育の教育者・研
究者と話し合った。

3. 結果

3-1　事前研究

　　日本の性教育に関するオンライン資料（例えば、竹下隆一郎による「『男性のカラダを理解
するためチンボーグを作った』スプツニ子！さんに聞いてみた」と題した記事）、文献（例えば、
橋本紀子などによる「日本の中学校における性教育の現状と課題」と題した論文）、また日本
語で出版された性教育教材（表１）をもとに日本の性教育の現状の理解を深めた。

表１.　読んだ本のリスト
タイトル 著者 出版社

13歳までに伝えたい女の子の心と体のこと

やまがたてるえ (著)

かんき出版
(2010/11/22)

13歳までに伝えたい男の子の心と体のこと かんき出版
(2022/3/24)

マンガでわかるオトコの子の「性 」 染矢明日香 (著),
村瀬幸浩 (監修),
みすこそ (イラスト)

合同出版
(2015/6/26)

おうち性教育はじめます一番やさしい!防犯・SEX・命の
伝え方

フクチマミ (著),
村瀬幸浩 (著)

KADOKAWA
(2020/3/3)

サッコ先生と!からだこころ研究所小学生と考える「性っ
てなに?」

高橋幸子 (著) リトル・モア
(2020/11/20)

だいじだいじ どーこだ? 遠見才希子 (著),
川原瑞丸 (イラスト)

大泉書店
(2021/7/9)

パンでわかる包括的性教育 浅井春夫 (監修),
ニシワキタダシ (イラスト),
礒みゆき (著)

小学館
(2023/4/14)

50歳からの性教育 村瀬幸浩 (著),
髙橋怜奈 (著),
宋美玄 (著),

河出書房新社
(2023/4/25)



太田啓子 (著),
松岡宗嗣 (著),
斉藤章佳 (著),
田嶋陽子 (著)

　　なお、性教育教材に関しては、社会的立場（子ども、親、教育者、一般市民）、性別、年齢
が異なる読者を対象にしたものをなるべく幅広く取り上げた。全体として、同意やコミュニケー
ション、性安全、性衛生、性的多様性などといった重要なポイントを年齢に応じた形でカバー
し、必要な教育的情報を伝えることに成功している。例えば、性的快楽に関する内容が『50歳
からの性教育』には明確に掲載されていたが、若年層向けの他の本ではあまり議論されてい
なかった。アメリカの性教育と同様、日本の性教育は幼少期から思春期、青年期に至るまで同
意という概念に大きな重点を置いている。中国の性教育と同様、国連が承認したCSEの枠組
みに従っており、年齢と性別に分かれた構造をしている。
　　特に印象に残ったのは、タブー視されがちなセックスについて、ビジュアルをうまく活用して
いることだ。例えば、『パンでわかる包括的性教育』では、パンをテーマとしたイメージを使うこ
とで、セックスへの偏見をなくし、親が子供と日常的に接する中で自然に性教育を実践できる
ようにしている。
　　とはいえ、これらの教材の質の高さが必ずしも日本における性教育の成功を意味するとい
うわけではない。なぜなら、特に遠隔地や恵まれない人々にとっては、教材へのアクセシビリ
ティがまだ著しく欠如している可能性があるからだ。

3-2　研修会の参加記録

　　8月下旬日本を訪れ、9月3日に仙台で開催された1日ワークショップに参加した。このワー
クショップは、JASEとSEEという二つの日本最大の性教育団体が主催したもので、テーマは
「性問題⾏動のある⼈々のSST〜当事者のニーズを偏⾒なく把握するために」だった。性犯
罪者のメンタルカウンセリングや教育サービスを提供するソーシャルワーカーのための少人数
研修として企画され、特に共感と脱スティグマ化に重点を置いていた。
　　講師の前田ケイ先生はルーテル学院大学名誉教授でSST普及協会SST認定講師及び顧
問でもあり、社会学とソーシャルワーク、心理劇の専門家としても有名である。参加者には、病
院の児童精神科、学校の心理カウンセラー、JASEの編集者、そして性教育協会や心理臨床
センター、刑務所の職員も含まれていた。多様な専門分野が混在していたが、女性と性的少
数者がほとんどであることに気づいた。これは、上海のインターンでも同様であり、男性の参
加を促す必要性を感じた。
　　ワークショップはまず、SST（ソーシャル・スキル・トレーニング）の紹介から始まった。SSTと
は、精神障害や発達障害のある人が社会的スキルを身につけることを目的とした行動療法の
一種である。SSTでは、支援者と当事者（被支援者）がチームを組み、当事者のニーズに応じ
て現実のシナリオを演じることで、当事者がシナリオに対する受け止め方や行動を学ぶことが
できる。SSTでは、当事者が、シナリオを通じて状況を正しく察知し相応しい行動を学ぶことが
できる。例えば、親に感謝の気持ちを伝えたくても伝えられない少年の場合、親役を支援者が
演じることによって、感謝の気持ちと行動を一致させるようにトレーニングすることができる。特
にこのワークショップでは、SSTを性教育に関連させ、対人スキルの欠如と対人恐怖の両方を
併せ持つことが多い性犯罪者に対するSSTに焦点を当てている。前田先生は、SSTの重要な
コンセプトと基本的なトレーニング・モデルをわかりやすく簡潔に説明してくれた。また、当事者



が一般的にどのような悩みを抱えているのか、それぞれのケースで私たちにどのような選択
肢があるのか、具体的な例をたくさん示してくれた。非常に有益なセッションだった。午前中の
ワークショップの最後には簡単な質疑応答があり、参加者同士の話から、彼らが遭遇したさま
ざまなケースを知ることができた。
　　昼食時に前田先生や多くの参加者たちと楽しい会話を交わした後、模擬グループ・セラ
ピーに移った。宮城県刑務所の吉田香里先生の指導のもと、5人の参加者がボランティアで当
事者役を演じ、吉田先生が支援者役を演じた。そして吉田先生が模擬セッションをリードし、前
田先生が吉田先生をサポートしながら、各人の具体的なタスクの設定、共有と参加の促し方、
ロールプレイを通じたSSTの進め方を実演した。ワークショップのこの部分は、私にとって理解
するのが難しいものだったが、前田先生は私がすべてを理解できていないことに気づき、時間
を割いて説明してくれた。前田先生の励ましと参加者全員の優しさと忍耐のおかげで、私は自
信を取り戻すことができ、ワークショップの教材に再び取り組むことができた。この模擬グルー
プセラピーの直後には、ファシリテーターの藤岡淳子先生による座談会と最後の質疑応答が
行われた。私はいくつか有意義な質問をすることができ、またワークショップから得たものを他
の参加者と共有することができた。
　　研修会から最大限に学ぶため、私はワークショップ終了後の懇親会にも参加した。会話を
通して、先生や参加者の仕事や日本の性教育、日本文化について多くのことを学んだ。私は、
自分のアメリカ留学や中国での性教育インターンとしての経験について話した。

4. 感想

　　トンプキンズ・プロジェクトから多大な恩恵を受けた。ワークショップのおかげで、性教育の
中の特異な分野を知ることができ、性教育だけでなく、ソーシャルワーク、カウンセリング、一
般教育など幅広い分野に応用できる洞察力を得ることができた。また、このワークショップが
きっかけで、アメリカにおける矯正制度内の教育プログラムをさらに調査したいと思うようにな
り、今度のウィンター・スタディにLearning Intervention for Teens (LIFT)というプログラムに参
加し、少年院のティーンエイジャーを指導することにした。
　　ウィリアムズの日本語クラスで、自分の語学力を個人的な興味と関連づけて活用する機会
があった。このような活動は学習意欲をさらに高めてくれるので、私が一番好きな語学学習の
方法だ。今回はトンプキンズ賞を通して、性教育の知識をさらに広げながら、日本語スキルを
向上させ、日本社会についても色々学んだ。本当に期待以上の経験だった。もちろん、ワーク
ショップでは集中的にスピーキングとリスニングを行い、私の日本語能力が試されたが、性教
育に対する熱意を共有する先生方や参加者と貴重な繋がりも作った。これは、トンプキンズ賞
の寛大なサポートがなければ決してできなかったことだ。
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